
47

一

】

痛

論

叢

弟
三

十
七

春

希
三

教

商
法
二

九
三

傑
ノ

二

と

商
法

二

九
三

傑
ノ

三
･

Ⅲ

-
そ

の

株
式
合
祀

計

算
規
定
中
に

お

け

る

地

位

の

正

常
性
に

つ

い

て

-
久

保

欣

哉

モ
ニ
:一主

序

わ

が

商
法
は

､

そ
の

二

九
三

保
ノ

二

と
､

二

九
三

傑
ノ

三
･

Ⅱ

で
､

そ

れ

ぞ

れ

株
式
に

よ

る

利
益
配
嘗
即
ち
い

わ

ゆ

る

株
式

配
膚
と

､

法
定
準
備

金
の

資
本
組
入
に

よ

る

新
株
の

費
行
交
付

即
ち
い

わ

ゆ
る

無
償
交
付
の

制

度
を

規
定
し
て

居
る

｡

し

か

し

て

株
式
配

嘗
は

法
律
の

規
定
上

も

解
梓
上

も
､

現
金
に

よ

る

利
益
配
嘗
と

同

様
に

利
益
配
雷
の

一

方
式
と

理

解
さ

れ

て

居
る

｡

こ

れ

に

封
し

て

無
償
交
付
は

､

解
繹
上

株
主
の

地

位
の

分
割
で

ぁ
る

と

解
さ

れ
､

他
の

條
攻

-
例
え
ば

商
法
二

〇
八

條

-
-

と
の

関
連

を

考
え
る

と
､

,
法
律
上

も

株
主
の

地

位
の

分
割
と

規
定
さ

れ

て

居
る

と
い

っ

て

よ

い
｡

し

か

し

此
の

両
制
度
は

大
欒
良
く

似
通
っ

た

鮎
を

持
っ

て

居

1
)

る
｡

例
え

ば

株
式
配
嘗
の

結
果
も

､

無
償
交
付
の

結
果
も

､

食
紅
の

資
本

(

空

駈
)

が

増
加
す
る

し
､

新
株
の

履
行
交
付
が

存
在
す
る

｡

ま

た

株
式

配
嘗
の

母

法
た
る

ア

メ

リ

カ

の

芝
0
0

打

d

才
岩
e

n

d

の

制
度
に

つ

い

て
､

そ
の

通
常
の

鴻
の

は

通
説
判
例
が

株
主
の

地

位
の

分
割
に

す
ぎ

な
い

と

し

(

2
)

て

居
る
⊥

七
〕

ろ
か

ら
､

わ

が

商
法
の

株
式
配

嘗
も

ま

た

無
償
交
付
と

同
様

に

本
質
的
に

は

株
主
の

地

位
の

分
割
に

す
ぎ

な
い

の

で

は

な
か

ろ

う
か

と

(

3
)

い

う
疑
問
を

生

ず
る

し
､

ま

た

そ

う
主

張
す
る

学
説
も

あ
る

｡

も

し
■
本
質

的
に

は

地

位
の

分
割
だ

と

す
れ

ば
､

わ

が

商
法
が

株
式
配
嘗
に

輿
え
た

株

式
合
祀
の

計
算
規
定
中
に

お

け

そ

利
益
配

嘗
と
い

う
地

位
は

不

嘗
な

も

の

と
い

わ

ね

ば

な

ら

な
い

の

で

は

な
い

か
｡

以

下
株
式
配
嘗

､

無
償
交
付
と

も
に

株
主
の

地

位
の

分
割
で

あ

る

か

を

検
討
し

､

両
制
度
の

商
法
上
の

地

位
の

合
理

性
､

正

嘗
性
を

考
え
た
い

と

思
う

｡

(

1
)

株

式

配

首

を

利

益

配

嘗
の

一

方
式

､

無
償
交

付
を

株

主
の

地

位

の

分

割
と

理

解
し
っ

1

､

後

者
も

久
一

種
の

株

式

配

嘗
で

あ

る

と

表

現

す
る

商

法

単
著
は

多
い

｡

例

え

ば
石

井
･

商

法

食

紅

法
Ⅱ

四

二

五

貫
(

大

隅

-
大

森
･

遼

條

改

正

食

紅

津

解

菰
四

三

六

貫
､

田

中
(

耕
)

･

改

訂

合
祀

津

概
静

下

四

三
一

盲
､

鈴
木

編
･

株

式

賛
務
五

七

九

貫
｡

(

2
)

出
払

ヒ

呂
t

F
瓜

}

○
ロ

C
O
り

匂
｡

り

p
t
-

○

ロ
ひ

､

N

e

d
.

､

-

空
か

､

9

怠
N

”

哲
e

諾
ロ
の

)

出
P

ロ

d

す
U

O

甘

O

n

t

F
e

J
P

弓

｡
叫

佃
ヰ
ー

く
P
t

e

C
O

召
○

→

p
.

已
O

n
∽

〉

-

若
や

り

会
ぃ

”

ヨ
e

t
c

F

e

J

C

冒
-

○

廿
e

d
-

P

O
什

t

F
e

F
P

司

O
f

勺
ユ
く

巳
2

C
O

召
○

旨
t
-

O

n
払

】

召
-

･

-

-
-

-

巴
～

)

ま
t

F

2
ワ

旦
e

日
e

ロ
t

-

n

-

讃
♪

芸

訟
笠

-

訟
缶
.

(

3
)

大

濱
教

授
は

此
の

立

場
を

と

る

商
法

尊

者
で

あ

る

(

同

数

腰

之6 0



｢

株

式
配

常

に

つ

い

て
+

阜
額

田

湊
単
発
七

二

番

希
四

凍
一

三
九

貫

以
下
)

｡

合
計

単
著
で

は

佐

藤

孝
一

博
士

が

此
の

設

に

傾

く

(

同

博

士

｢

株
式

配

嘗

論
+

企

業

骨

計

算
四

番

第
四

境
一

二

二

貢

以

下
)

｡

此

れ

に

射
し

利
益

配

官

設

を

唱
え
る

骨

計

畢
分
野

の

論

文
に

は

小

沼

敏

｢

株

式
配

雷
の

所
得

性

に

就
て
+

企
業

骨

計

弟
六

巷

第
一

撃
ハ

大

貫

以
下

､

熊
田

亨
｢

株

式

配

常
に

お

け
る

若

干
の

骨

計

問

題
+

･
琴
商
静

碁
第
六

〇

凍
七

八

東
以

下

が

あ

り
､

軽

骨

拳
骨

野
で

は

細

井
卓
｢

自

己

金

融
+

佐
々

木
･

古
川

編

軽

骨

畢
講
座
算
六

番

財

務

管
規

一

〓
ハ

三

貫

以

下

(

特
に

三

｢

一

貫

以

下
)

が

あ

る
｡

】

地

位
の

分
割
た

る

無
償
交
付

(

望
ほ

)

■

(

4
)

無
償
交
付
に

つ

い

て

は

学
説
は

一

致
し

て

株
主
の

地

位
の

分
割
と

考
え

(

5
)

て

居
る

｡

法
の

條
文
上

も

例
え

ば

商
法
二

〇
八

條
は

株
式
質
権
者
の

物
上

代
位
を

嘗
然
の

事
と

規
定
し
て

居
る

｡

け

讃

し

法
定
準
備
金
の

資
本
組
入

(

空
控

)

に

ょ

る

も

針
秒
針

卦

祭
村

数
酔
+

だ
山

㌫
ソ

､

そ
の

組
入

に

封
し

新
株
が

尊
行
交
付
せ

ら
れ

る

な

ら

ば
(

空
招

)
､

在
来
の

異
ら

な
い

地

位
に

封
し

株
式
数
の

増
加
す
る

こ

と

は
､

一

株
の

表
わ

す
地

位
が

逆
数

的
に

減
少
す
る

こ

と

を

意
味
す
る

か

ら
で

あ
る

｡

郎

う
商

法
二

九
三

保
ノ

四

｢

株
式
分
割
+

が

形
式
上
の

地

位
の

分
割
･で
あ
る

の

に

封
し

､

こ

れ

は

資
質
的
な

地

位
の

分
割
と

理

解
さ

れ

る
｡

以

上

を

便
宜
上

設
例
に

て

説
明

す
る

な

ら
ば

次
の

通
り

で

あ

る
｡

あ

る

株
式
合
祀
が

一

抹
百
園
の

額
面
株

式
一

千
株
を

履
行
す
る

事
に

ょ

ヶ

十
萬
囲
の

資
本
金
を

有
す
る

上
､

法
定

7 5

･
準
備
金
十

萬
園
が

存
在
す
る

と

し
よ

う
｡

此
の

蕗
定
準
備
金
全

額
を

資
本

研

究

ノ

∴
㌻

′

一ナ

/

に

組
入
れ

て

資
本
金
を

廿

萬
園
と

し
､

一

封
一

の

無
償
交
付
を

賓
施
す
れ

ば
､

履
行
済
株
式
数
は

二

千
株
と

な

る
｡

文
一

株
の

持
株
圭
は
二

株
の

持

株
主
と

な
る

｡

し
か

し
て

無
償
交
付
以

前
に

お

け

る
一

株
の

持
株
圭
の

食

紅
に

お

け
る

地

位
は

千

分
の

一

で

あ
っ

た

が
､

無
償
交
付
後
に

お

け
る

二

株
の

持
株
圭
の

地

位
も

又

千
分
の

一

で

あ
る

｡

即
ち

菖

株
一

株
の

地

位

は
､

新
啓

一

一

株
の

地

位
に

相
嘗
す
る

｡

か

く
て

法
定
準
備
金
の

資
本
組
入

に

よ

る

新
株
の

蜃
行
交
付
は

資
質
上
の

地

位
の

分
割
に

す
ぎ
な
い

と

理

解

(

6
)

さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

(

4
)

本
稿
で

は

｢

株

式

食

紅
の

再

許

便

積
立

金
の

責
本
絶

入

に

関
す

る

法

律
+

に

つ

い

て

は

梱

れ

な
い

が
､

所

謂

抱

合

檜

贅
の

場

合
を

除

け

ば
､

本
稿
の

理

論
は

再

評

慣

積
立

金

に

よ

る

無
償
交

付
に

も

嘗
て

は

ま

る
｡

(

5
)

武
井
四

一

一

四

貢
､

四

二

六

貢
､

大

隅

1
大

森
四

四
五

貢
､

四

四

入

貢
､

鈴
木

･

食
紅

法
一

八

八

貫
､

同

｢

改

正

法

上

の

新

株

融
資

棒
+

法
農

協
骨

難
詰

弟
七

二

島

希

六

壊

五

七

〇

貢
､

稔

田

-
鈴
木

(

忠
)

･

健
解
株

式

食

紅

法

下

四

四

四

貢
｡

･

(

6
)

か
が

所

得

棟

法
は

利
益

準
備
金
の

東
本
組

入

は

新

株

登
行
の

有

無
に

拘
わ

ら

ず
｢

み

な
し

配

嘗
+

と

し

て

所

得

検

の

封

象

と

す

る

(

所

得

税

法
五

‥
1

②
)

｡

一

資

本
準
備
金
に

よ

る

場
合
も

･

そ

の

内
容
に

よ

り

同

様
で

あ
る

(

所

得
稔

法
五

･

Ⅰ

⑨
､

汝
人

繚

法
一

六
)

｡

此
の

意

義
に

つ

い

て
､

商
法

の

静

曳

か

ら

不

嘗

と
み

な

す

立

場
が

あ

る

が

(

聴

田

1
鈴

木

(

息
)

四

四
二

貢
)
､

連

衡
を

避

け

る
｡

君βJ
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' ､

り 欒
○

'

ね し

誓竺警護真猛毒昌(晶
t
; 雷管農雷管翼型馨誓漂宕ゝ

り の 畢 の が は え 上ヱ掟 し る 承 的 し に に 性 で' 可 ら ば

一 朝 雲要禦翁忘要そ忘差℃守菅悪霊票雷重盗窮き層
三

ニヲ買一書警羞≡言≡孟警東急冨≦警蓋芸蓋墓室三雲
へ

･l あ 鰭 地 し 封 て 本 産 能 上 償 圭 け 充 は る 金 本 仮 は の

っ は 位 得 す 商 賀 の 利 の 交 張 で 嘗 殆 の の 組 設 正 反
卦 て 正 の な る 法 も 不 益 株 付 し あ し ど に 杜 入

一

し 省

一

義喜墨壷蚕室彙書萎蔓誓≡萱毒筆互毒慧蔓一重董 ′

行 か し
､ ､

と 割 面 は 割
､

て で 杜 た 儲 性 た 定
○

一交
0

得 株 憤 慨 と 的
､

と そ 資 は 内 だ 利 は こ 準 法

一

書賃曇茎蔓書芸骨董誓警裏芸宣誓墓墓書芸誓_な
一 な 嘗- が を

蟄 本 更 も 株 り 束 く 説 げ 先 な
一 さ ず

_
に の な 入 下

看 分 と る 分 な さ る 配 資 な る 主 れ 外 様 は は 事 の し

二宮翌禦聖賢遍く覧芸若君雪雲･完警告品聖霊き若君表
る. る に - ､

應 損 新 あ 株 檜 た 現 決 得 す 出 を 利
0

っ が 法

刊 の 必 な 啓 す 大 抹 ･ る は 加 と 金 し な ぎ す 取 益 又 て あ 二

一 益 誤 然 る 扶 る さ と
0

檜 が い 配 て い な
(
る 得 配 商 し つ 九

が り の も と 地 れ 啓 決 加 あ う 嘗 雷
○

い 空こ し 嘗 法 て て 三

ぁ で 結
､

合 位 た 株 し 資 っ 事 に を 従
0

と !

､

に こ も
､

侠

ニれ あ 果 こ し と 株 で て 産 た は よ 待 っ■資 は も 封 九 繭 し ノ

.ほ る- と れ て し 式 表 替 に と
､

れ た て 産 必 し し 三 者 か 二

､ 0

み は た て 食 わ 株 封 の 一 ば も 地 の‾然 そ 具 條 を る■で

凍 る 偶 と の 赦 す の 應 考 歩 減 の 位 不 で れ 饅 ノ 同 後 は

或 こ 然 え 新 組 ( み し え 積 る' で の 欒 あ が 的 二
一

に 株

二票 差眉軍営璧斧蒜嘉造語宗法嘉竺 ㌔慧表芸嬰警護
-一前

､

果 前 配 に 合 雷 た 々 に り い･ 説 性 株 で 益 利 る が よ

の 右 に の 嘗 お う 前 に を 解 し
0

を は 式 支 配 益 蔽 堵 る
､

･ 溝 の 外 蕾 で い
)

に 現 導 し 資 も こ に 沸 嘗 配 設 加 利

蔵 挨 な 株 あ て 株 表 わ く て 産 つ こ よ わ 文 官一二 す 益

. に 大 ら の り
､

圭 わ れ
0

株 が て で つ れ 排 決 の る 配

.よ. 組 ず 表
､

そ の し た か 式 株 株 は た た 論 議 設 の 嘗

る 織
､

わ そ の 地 た 地 く 配 式 式 最 た な 求 が 定 で 決

窟 た孟姦悪監禁提管蒜雷筈 誓晶芝畠
■禁裏歪雪互.警

磯 _ う を 合 株 約 分 を 理 式 背 で を 封 流 資 債 し は
0

基

主 事 地 的 式 増 割
､

解 配 後 は 説 的 出 産 樺
'

正 こ く

の 貴 位 地 で 加 で 交 さ 嘗 で 減 明 に を の 者 株 官 の 新

洞 を の 位 あ 部 は 付 れ の は ら す･ は 免 杜 的 圭 で
一 株

サ
ニ

ー

第三- ン ･β6 3

ト妄

考∴･
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一

檜

静

叢

第
三

十

七

各

条
三

渡

悪
に

よ

ら

ぎ

る

限

り

∵

必

ず
配

昔
を

要

す
と

の

立

場
(

田

中

(

誠
)

三

八

三

貫
)

を

と

る

と
､

正
に

利
益

の

全

部
ま

た

は
一

部
に

つ

い

て

の

流

出
は

確

箕
と

な
る

｡

■

利

益

あ
る

も

必

ず
し

も

配

官

を

要

せ

ず
と
の

設
(

石

井
四

四

九

貫
)

に

よ

れ

ば

ケ
の

流

出
は

不

確

安
と

な

る
｡

(

9
)

鈴
木

一

八

九

貫
｡

(

1 0
)

鈴
木

一

八

九

軍
ジ
ュ

リ

ス

ト

弟
三

三

凍

骨

祀

法
セ

ミ

ナ

ー

第

二

大

同

｢

利
益

配

昔
の

諸

問

題
+

(

そ
の

四
)

四

〇

貫

以

下
､

帝
事

法

務

研

究
算

一

巻
第
五

壊

所

載
の

療
村
滑

｢

小

刻
み

無

償
交

付

と

株

式

配

普
+

二

貫

以
下

専

参

照
｡

■

四

利
益
配
嘗
と

し
て

の

株
式
配

嘗
(

諸

宗
)

株
式
配

嘗
は

株
主
の

地

位
の

分
割
で

は

な
い

と
ゐ

私
の

以

上

の

分

析

は
､

し
■
か

し

な

が

ら

た
だ

ち
に

株
式
配

嘗
は

利
益
配
嘗
で

あ

る

と
の

結
論

を

導
き

出
す
も
の

で

は

な
い

｡

′

さ
て

私
は

粗
式
配
首
で

は

資
産
の

増
加
を
理

解
す
る

事
が

可
能
で

あ
る

事
を

指
摘
し

た

が
■､

こ

れ

は

秩
式
配
嘗
を

利
益
配
嘗
と

考
え

る

重

要
な

前

提
で

あ

る
｡

け

だ

し
こ

の

資
産
増
加
の

観
念
は

､

･
現
金
配
嘗
が

株
主
に

支

沸
わ

れ
､

雷
該
現
金
を

も
っ

て

新
株
の

挟
込
を

行
っ

た

と

考
え
る

可
能
性

(

1 1
)

を

株
式
配
常
に

つ

い

て

典
え

る

か

ら
で

あ

吾
わ
が

所
得
税
法
の

取
扱
い

(

12
)

ほ
こ

の

立
場
に

よ

る
｡

こ

の

理

解
を

若
干
解
繹
論
に

及
ぼ

す
な

ら

ば
､

株

式
配

嘗
の

端
株
盛
理
(

空
招

)

に

つ

い

て

は

現
金
配
嘗
の

原
則
に

戻
る

と

す
る

の

が

通
説
で

あ

る

事
(

無
償
交
付

(

空
拒
)
)

で

は

端
株
を

生

ず
る

封
ノ

な

錬

磨
交
付
自

藤
を

許
さ

ぬ

と

厳
格
に

解
す
る

有

力

な

争

詭

が

あ

朗

る
)

､

数
種
の

社
外
株
式
あ

る

場
合
は

数
量
的
に

異
る

の

み

で
ヾ

同
一

種
類

β

の

新
株
を

配
嘗
し
て

差
支
え
な
い

と

す
る

の

が

多
数
説
で

あ

る

事
(

無
償

交
付
で

は
､

す
べ

て

の

説
が

一

致
し
て

封
應
す
る

種
類
の

株
式
を

輿
え

る

(

1 4
)

べ

き
で

あ
る
■と

す
る
)

､

無

償
交
付
に

は

商
法
二

〇
八

條
の

明
文

が

あ

る

の

に

株
式
配
嘗
に

は

本

條
の

適
用
の

な
い

事
､

更
に

株
式
配

嘗
に

は

利
益

(

1 6
)

配
嘗
固
浦
の

蛸
配
嘗

(

嘩
+

帆

言
問
題
を
生

ず
る

事
等
を

､

根
本
的
に

理

解

し

得
る

こ

と

と

な

る
｡

･
株
式
配

嘗
後
株
主
の

地

位
に

欒
動
が

生

ず
る

も
､

ノ

地

位
の

分
割
後
の

欒

動
で

は

な

く
､

利
益
配
嘗
の

結
果
た

る

欒
動
で

あ

り

差
支
え
な

く
､

′
た

だ

株
主
の

利
害
に

関
す
る

所
か

ら

法
は

株
主
組
合
の

決
議
要
件
を

過
重
し

た

(

16
)

(

咽

羞
旺

≒
.

)

と

解
す
る

｡

以
上

の

把
握
は

株
式
配
嘗
を

現
金
配
嘗
に

ひ

き

な

お

し

た

所
よ

り

出
費

､

す
る

が
､

法
文
に

忠
賓
に

配
嘗
新
株
白
膿
に

利
益
配
雷
を

考
え
る

事
も

出

爽
よ

う
｡

配
嘗
新
株
は

横
大
さ

れ

た

組
織
上
の

附
加
的
な

新
し
い

地

位
で

.

ぁ

り
､

こ

の

地

位
の

配
嘗
を

秩
式
配
雷
と

み
る

の

で

あ

る
｡

か

く
て

株
式

眉
僅
が

配
雷
の

封
象
と

な

る
｡

た

だ

儀
式
は

株
主
た

る

地

位
を

表
わ

し
､

ヽ

l

ゝ

▼

ヽ

ゝ
一

ヽ

l

ヽ

._

ヽ

ヽ

単
純
に

そ

の

内
容
の

財
産
的
な

も
の

の

み
で

な
い

所
に

現
金
配

嘗
と

異
る

も
の

が

屯
て

来
る

｡

即
ち

配
宮
前
の

蕾
株
だ

け
の

地

位
と

､

配
膚
新
株
の

地

位
の

関
連
に

ょ

り
､

現
金
配
常
に

は

生

じ

な
い

地

位
の

攣
動
を

生

ず
る

可
能
性
こ

れ
で

あ
る

｡

法
は

従
っ

て

前
述
の

よ

う
に

決
議
要
件
を

過
畳
し

た

の

で

あ

り

妨
げ

な

く
､

こ

の

こ

と

は

無
償
交
付
が

単

に

地

位
の

分

割
(

16
)

故
､

株
主
の

利
害
に

閻
す
る

事
の

少
い

研
か

ら

取
締
役

合

決

議
に

よ

る

鼓L
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(

謂
一

●

増
山
)

の

と

封
比
せ

し

め

て

み

る

と

よ

り

窟
よ

く

理

解
出
来
る

｡

以

上
の

扶
式
配
嘗
を

利
益
配
嘗
と

考
え
る

理

由
を

列
挙
す
れ

ば

次
の

よ

う
で

あ

る
｡

H

商
法
二

九
三

保
ノ

二

と

商
法
二

九
三

傑
ノ

三
･

Ⅰ

は

本

質

的
に

異

る
｡

■
け

だ

し

後
者
の

前
提
た

る

資
産
の

不

欒
同

一

性
は

､

前
者
で

は

資
産

の

増
加
を

観
念
す
る

辛
が

可
能
と

な

や

全
面
的
に

否
定
さ

れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

田

株
式
配
嘗
の

配
嘗
新
味
は

蹟
大
さ

れ

た

組
織
上
の

部

分
に

封

應

す

る
､

新
た

な
る

附
加
的
地

位
で

あ

り
､

在
束
の

組
織
を

前
提
と

す
る

在
来

の

地

位
を

､

新
嘗
両
株
で

分
け

あ
っ

た

も
の

で

は

な
い

｡

■
即
ち

株
主
の

地

位
の

分
割
で

は

な
い

｡

肖

現
金
配
嘗
が

新
株
の

排
込
に

充
雷
さ

れ

た

と

考
え
る

飴
地
が

存
在
す

(

1 1
)

る

(

沿

革
的
に

､

ま

た

比

較
法
的
に
)

｡

･

㈹

附
加
的
地

位
た
る

配
嘗
新
株
白
膿
を

利
益
配
嘗
の

給
付
封
象
と

考
え

得
る

｡

脚

商
法
三

四
三

條
の

決
議
あ

る

こ

と

に

よ

り
､

た

と

え
地

位
の

欒
動
を

生

ず
る

場
合
あ

る

も

妨
げ

な
い

｡

以

上

諸
理

由
が

相
互
に

関
連
し
て

株
式
配
嘗
は

利
益
配
嘗
で

あ

る

と
､

商
法
上

主

張
し

得
訂

に

至
る

｡

し

た

が
っ

て

株
式
配
嘗
及
び

無
償
交
付
の

法
文
上
の

地

位
は

正

常
で

あ
る

｡

(

1 1
)

沿

革
上

､

帥
ち

葛
法
上

行

わ

れ

た

株

式

配

昔

類
似
の

方
法

に

つ

き

石

井
四

七

五

貢
､

大

隅

-
大

森
四
三

五

貢
､

田

中

(

誠
)

三

九
三

貫

象
用

｡

軒

究

ノ

ト

ト

比

家
法

上

ド

イ
ツ

株

式

法

上
の

m

キ
P

こ
∽

p

村
t

㌃
ロ

(

O

P

ヲ
2

㌻
灯
･

t

訂
ロ
)

は

わ
が

嘗
法

時

代
の

右
の

沿

革
に

同

じ
で

あ

る

が
､

通
骨
利

益

配

富

貴

沸

請
求

樺
の

現

物

出

資
に

よ

る
､

資
本

増

加
に

督
っ

て

の

新

株

取

得
(

内

名
-

t

巴
e

ユ
ー

か

F

仁

ロ

g

喜
一

t

∽
P
O

F
e
-

已
む

向
e

n
)

と
し

て

構
成

さ

れ

て

居
る

(

S
O

E
e

的
e
-

b
e

･

局
e

?
¢
∈
P

岩
弓
S

打
r

A
粁
t

-

e

ロ
･

g
e

筈
t

♪

N

A
仁

P

-

巴
N

-

叩

ご
ー

…

→
e

訂
F

ヨ
p

日

宇
内
O
e

E
e

♪

A

F

t

訂
n

的
e

芳
訂

-

山

n
e

仁

訂
P
→

訂
-

t

e

t

e

A
亡

P
-

設
○

}

S
.

い

諾
い

G

岩
.

→

■打
e

(

J
.

く
.

)
-

H
P

ロ

d
e
-

胃
e

O

F
t

ロ

口

中

哲
E
鞘
p

訂
t

罵
e
O

F
t

-

N

A
仁

P

-

巴
山

〉

∽
.

い

毘
)

｡

此

に

射
し

英
､

彿
と

も
に

わ

が

蕃
綾
上
の

方
法

と

同

様
の

沿

革

を

内

在
せ

し

め
つ

､

､

そ

れ

ぞ

れ

ぎ
日

J
⑦

払

ぎ
→

富

と

邑
-

○

ロ
の

的

コ
r

t

已
t

e

払

の

制
度
を

有

す

る

が
､

と

も
に

絶

入

準
備
金
の

範

囲

は

廉

く
､

現

行

制
度
の

本
質
が

ど
の

よ

う
に

理

解

さ

れ

て

居

る

か

は
こ

1

に

速
か

に

述
べ

る

事
が

出
来

な
い

(

イ

ギ

リ

ス

一

九

四

八

年

食

紅

法

附

則
A

蓑

弟
一

二

八

條

C
P

甘
t

巴
-

N

巳
-

○

ロ

○
叫

廿

岩
野
s

参
照

｡

こ

れ

に

つ

き

+

冒
】

首
P

月
C
O

日
p
P

β

呵

P
か

弓

ニ
ー

､t

F

e

d

+
晋
¢

-

ワ

ー

い

加

小

出
一

岩
村
-

e

y

O
ロ

t

け
e

C
O

ヨ
p
P

n

訂
∽

A
O
t

払
-

-

N

t

宅
e

P
-

窒
¢

-

ワ

篭
汁

小

町

谷

｢

イ
ギ

リ

ス

食

紅

津

概
詮
+

一

〇
､

企
業
骨

{

計

算

七

食

滞
一

旗
､

一

三

玉

東
｡

フ

ラ

ン

ス

の

A
F

叩

ヨ
P

ロ
t

P
t
-

○

ゴ

d

宇

O

P

旦
t

巴

や

賀
-

n
0

0
↑

勺
○

岩
t
-

O

n

d

e
∽

誌
s

e

ヨ
1

e

∽

に

つ

い

て

は
､

河
-

匂
e

計

(

G
し

〉

→
r

巴
t

e

か
ー

か

ヨ
e

n
t

已
→

e

計
d

3
-

t

0

0

m
ヨ
e

3
訂
】

N

e

d
.

-

況
-

Y

n
｡
恥

-

山

漂
e

t

竺
-

才
∴

E

芳
P
→
→

P

(

ナ
)

〉

C
O

弓
∽

n

訂

d

冒
耳

8
日
m
e

3
-

阜
-

設
N

-

ロ
畠

笥
h

e

T
聖
F
-

く

∴

及
び

椅
元

宜

ββ∂



0
0
0

一

橋

論

者

算
三

十

七

舎

弟
三

盆

｢

フ

ラ

ン

ス

に

お

け
る

食

紅

汝
改

正

事
業
に

つ

い

て
+

⊥

橋
論

叢
第

三

田

巻

夢
七

凍
九

一

貫
)

｡

(

1 2
)

篠

原

芳

礫

｢

株

式
配

嘗
と

検

務

計

算
+

財
政

第
一

八

巻

第

四

壊

八

二

貢

以

下

参

照
｡

(

1 3
)

■

株

式

配

常
に

つ

き

適
詭

を

と

る

の

は

石

井
四

五

五

貢
､

大

濱
･

前

掲

稿
三

五
一

貫
､

大

任
･

株
式

食

紅

骨

計
の

法

的

考

察
一

入

六

貫
､

鈴
木

一

入

九

貫
､

田

中

(

耕
)

四

四

〇

貫
､

野

津
･

新
食

紅

放

下
二

五

九

貢
､

吉
田

昂

｢

株

式
配

雷

と

無
償
交

付

H
+

企
業

骨

計

算

六

番

第

九

旗

四
一

貫
｡

異

詮
の

一

は

田

中

(

誠
)

三

九
五

貢
､

枚
田

-
鈴
木

(

息
)

四
三

九

貢
､

そ

の

二

は

大

隅

-
大

森
四

四

ひ

貢
｡

無
償
交

付

は
そ

の

地

位
の

分

割

た

る

本

質

上

端

株
を

生

ず
る

を

許

さ

ず
と
の

厳

格
籠

に

は

石

井
四

二

七

貢
､

大

任
二

三

〇

貢
､

枚

田

-

鈴

木

(

忠
)

四

四

四

貫
､

吉
田

･

前

掲

稿
H
企
業
合

計

希
六

番

第

一

〇

壊

六

〇

貢
｡

反

射
誅

は

大

隅

一
大

森
四

四

入

貢
､

鈴
木

一

八

九

貫
.

田

中

(

誠
)

四

〇

四

貢
｡

(

1 4
)

株

式

配

昔
に

つ

き

封

應
す
る

種

類
の

株

式
を

輿
え

る

と

す
る

の

ほ

大

隅

壬
大

森
四

三

入

貢
｡

大

濱
･

前

掲
稿
三

五

三

貢
は

結

果

同

説

と

解

さ

れ

る
｡

私

は

通
説
を

支

持
す

る

(

石

井
四

六

〇

貢
､

田

中

(

誠
)

三

九
五

貫
､

松

田

-
鈴
木

(

忠
)

四

三

七

貢
)

｡

へ

び
)

鮨

配

昔
の

株

式

配

首
の

新
株
の

致
カ

を

め

ぐ
り

､

新

株
は

有
数

と

し
､

取

締

役
の

責
任

(

商
二

六

六
･

Ⅰ
)

と
､

違

法

配
首

額
の

骨

社

債
礎

者
に

よ

る

邁

蓮

請
求
(

商
二

九

〇
･

Ⅱ
)

に

よ

る

と

す

る

吾

(

大

隅

-
大

森
四

四

三

貫
､

田

中

(

誠
)

三

九

六

貫
)

と
､

新

棟

蚤

行

無
穀
の

訴

(

商
二

八

〇
ノ

一

五
)

に

準
じ

解

決

す

る

と
の

諌

(

石

井
四

大
二

貢
､

租
田

1
鈴
木

(

忠
)

四

三

九

貢
)

に

分

れ
る

｡

(

1 6
)

再
評

贋

積
立

金
の

賓
本

絶
入

に

よ

る

無

償
交

付
の

場

合
､

株
主

組

合
の

特

別

決

議
を

要

求
す
る

の

は
(

同

法
三

･

Ⅰ
)

､

端

株
を

生

ザ

る

場

合

に

は

端

株
を

切

捨
て

て

新

株
を

馨
行

し

得
る

と
の

足
掛

(

同

浄
三

･

Ⅴ
)

が

あ

り
､

端

株
圭

の

利

害
に

関
す

る

新

大
だ

か

ら
で

あ

る

(

吉
田

･

前

掲
稿

H
企
業

合

計

第
六

番

葬
一

〇

鮭

六
二

貢
)

｡

蚊

以
上

の

法
律
的
な

分
析
理

解
か

ら
は

な

れ
､

両
制
度
の

市
場
に

お

け

る

影
響
乃
至

受
取
り

方
を

み
る

と
､

そ

こ

に

は

両
制
度
計

類
似
疏
ま

た
は

同

一

硯
す
る

に

足
る

も
の

が

あ
る

｡

け
だ

し

愚
行
慣
額
が

株
式
配
嘗
常
時
の

菖
株
の

市
場
慣
椅
に

比

し
て

迄
か

に

低
い

場
合
に

は
､

そ
の

雷
然
の

結
果

(

17
)

と

し
て

市
場
償
蒋
が

低
下
す
る

で

あ

ろ

う
し

(

も
っ

と

も

現
金
配
嘗
後
の

配
嘗
落
の

現
象
も

あ

る

が
)

､

他
方
無
償
交
付
だ

か

ら

と

て
､

純
理

的
に

市
場
償
棉
が

下
る

も
の

で

は

な

く
､

む

し

ろ
上

昇
す
る

可
能
性
も

あ

り

得

よ

う
｡

し

た

が

っ

て

法
文
上
の

明

確
な

直
別
は

賓
際
上

は

明

ら
か

に

な

ら

な
い

場
合
が

多
い

で

あ

ろ

う
｡

此
の

鮎
で

多
く
の

商
法
聾
者
が

両
制
度
を
一

直
別
し
っ

1
､

な

お

両
者
を

同
様
に

考
え
る

ご

と

く

表
現

す
る

の

を

理

解

出
来
る

｡

こ

う
し

た

賓
際
面
よ

り

形
式
面
た

る

法
へ

の

反
省

､

及
び

更
に

ょ

り

合
理

的
な

法
形
式
の

制
定
は

な
お

今
後
の

研
究
に

待
た

ね

ば

な

ら

な
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工
0
0

7が
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0

1
V

(

1 7
)

鈴
木

教
授
は

通
常
の

新

株

尊
行

(

商
二

八

〇
ノ

二

以

下
)

の

場

合
､

新
棟

を

野
面

額
で

蓉
行

す
る

と

湧

は
､

新

棟
贅
行

彼
の

株
候

は

低

落
し

て
､

時
候
と

券
面

額
の

中

間
に

落
つ

く
こ

と

と

な

り
､

そ
の

意
味
で

は

株
式

分

割
が

行

わ

れ
た

場
合
と

あ

る

程

度
同

棟
な
り

と

囁

摘
さ

れ

る
｡

同

教
授
前
掲
稿

､

法

華
協
骨

雑
誌

弟
七

二

春

希
六

水
玉

七
三

貫
｡

(

一

九
五

六
･

九
･

】

九
)

(

一

棟
大

草
大

草
院
草
魚
)

群
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